
卸売市場経営プラン（平成28年2月策定）について、大幅な規制緩和を伴う改正市場法（平成30年6月
成立）の趣旨・目的等を踏まえて内容を改訂し、今後の市場運営のあり方を明らかにするもの

２ 改正卸売市場法の内容

３ 経営プラン改訂の趣旨

Ⅰ 川崎市卸売市場経営プランの改訂にあたって

１ 経営プランについて
・概ね10年後を目標年次とし、本市の総合計画等との整合をとりながら、必要に応じて見直す

Ⅱ 卸売市場を取り巻く環境の変化

１ 社会の動向
・人口減少と高齢化の進展に伴い、国内食品需要や国・自治体の税収の減少が予想される

２ 流通の動向

・市場経由率は低下、食料品流通の広域化が進展

３ 消費者の動向
・加工食材や安全安心への要請の高まり

４ 小売業の動向
・野菜、果実、鮮魚等専門小売店数が減少する一方、量販店やコンビニなどの存在感が増す

５ その他の動向
・取扱商品の安全と消費者の信頼確保、市場運営における環境負荷の低減、災害等の緊急時に
おける対応機能の強化、食育等による地域への貢献など、社会的要請への対応が必要

Ⅲ 川崎市卸売市場の現状と課題

１ 取扱金額の推移
・長期的、全体的には低下傾向にあり、市場使用料収入に影響が出ている

２ 場内事業者の状況分析
・消費者や量販店等実需者の低温管理、加工、パッケージングニーズへの対応が求められている

３ 市場運営の状況分析

・市場運営の効率向上や従来の卸売市場運営とは異なる枠組みの模索が必要

４ 競合市場との比較
・市場間競争や他チャネルとの競合という視点から広域連携物流という視点への転換が必要

５ 川崎市卸売市場の課題整理

（１）多様化するニーズへの対応 →低温化、物流費低減、加工機能強化、情報発信機能強化など
（２）市場の社会的役割の発揮 → 市民への情報発信、環境負荷低減等社会的要請への対応など
（３）市場経営の健全化 → 市場会計の健全化、民間活力導入による効率化など
（４）改正市場法への対応 → 規制緩和を踏まえた自由度の高い市場運営の実現など

■川崎市卸売市場の立地上の優位性 → 物流拠点としての優位性
・北部市場－東名高速に近く交通の便に恵まれ、首都圏の西部に位置するという立地特性
・南部市場－大消費地の中心市街地、羽田空港に近接

Ⅳ 川崎市卸売市場の基本方向

川崎市卸売市場経営プラン改訂版 概要

施策の方向性 基本目標 主要施策 留意点等

（１）消費者ニー
ズに合った商
品を安定供給
するための基
本機能の強化

効率的・機動的かつ顧客
ニーズに柔軟な対応できる
食品流通機能、出荷者と実
需者をつなぐコーディネート
機能を発揮する。

◆市場全体の機能配置や場
内物流体制の強化
◆コールドチェーンシステム
の確保

長寿命化方針を踏
まえつつ、全体的
な機能更新に向け
て最も効率的・効
果的な整備手法を
検討

（２）市場に求め
られる社会的
機能の発揮

食の安全・安心と食文化の
情報発信機能、環境保全型
施設への転換と災害対応拠
点機能を発揮する。

◆食文化の継承・発展
◆非常時における市場機能
の維持

―

（３）効率的な機
能維持手法の
確保

市場運営・市場会計の健全
化に向けた効率的な機能維
持手法を確立する。

◆開設者による経営改善指
導の適切な実施
◆市場経営の効率化と市場
会計の健全化に向けた検討

当面は現行体制
を維持（北部は
市直営、南部は
指定管理）

（４）規制緩和を
活かした市場
運営（新規）

市場法改正の趣旨を踏まえ、
自由度の高い取組の実現に
向けた取引ルールを確立し
新規機能を導入する。

◆新たな取引ルールの策定
と公表
◆市民に親しまれる市場化等、
新規機能の導入の推進

「その他の取引
ルール」について
は原則自由化の
方針

Ⅴ 川崎市における卸売市場の施策の方向性と今後の取組

Ⅵ 今後の推進に向けて

１ 計画の推進体制・進捗管理
・重点施策について、それぞれ市場関係者の連携体制を構築して推進する。
・改訂経営プラン全体の進捗管理については、川崎市中央卸売市場開設運営協議会が行う。

★川崎市卸売市場の将来像

◆最大限民間活力導入を図りながら最小限の公の経費負担により、安全安心な生鮮食料品を
市民に安定的に供給し続けている。
◆首都圏全体の生活を支えるインフラとして、近隣都市と連携しながら一定の公共関与の下
に運営がなされている。
◆災害時の災害対応拠点としても機能し続け、安全安心な市民生活を支えている。

・市民への食の安定供給のための社会インフラ
・災害時の対応拠点や非常時のライフライン
・物流拠点としての優位性

卸売市場（食品物流拠点）の
維持は必要かつ合理的

●北部市場のビジョン

「首都圏における広域的食品流通の拠点」
広い敷地と充実した交通網を有するという
首都圏における立地優位性を活かし、食品流
通ネットワークの一翼を担う

●南部市場のビジョン

「地域密着型食品流通の拠点」
川崎市の中心市街地に近い立地特性を活か
し、市民の食生活を支えるとともに、食文化
等の発信を担う

（改正市場法の趣旨）
生産者所得の向上と消費者ニーズへの対応を図るため、食品流通の合理化を促進

（改正の内容）
・開設者の民間への開放
・開設区域の廃止
・取引ルールの緩和
・認可制から認定制への転換

（改正による影響）
・市場運営への行政関与の根拠を整理する必要
・基礎自治体が市場を運営する根拠を整理する必要
・自由度の高い取引実現の可能性
・自由度の高い市場運営実現の可能性

開設運営の
基礎に
関わる
大きな影響

（市場機能）
・物流拠点 ・品揃え ・需給調整
・価格形成 ・自由競争の確保 ・代金決済

食品商取引
形態変化

・求められる機能も変化
・物流拠点機能の必要性は不変

2 計画的な施設整備の推進

長寿命化の考え方を踏まえつつ、全体的な機能更新に向けて

最も効率的・効果的な整備手法を検討していく。

3 成果指標
市場を表す指標として取扱量を設定。
（北部市場・南部市場）

（運営体制）
効率性と公共性のバランス及び環境変化への迅速・的確な対応を可能とする柔軟な体制を選択
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川崎市卸売市場経営プラン改訂版の体系

「 首 都 圏 に お け る
広域的食品流通の
拠点」

北部市場のビジョン

「地域密着型食品流
通の拠点」

南部市場のビジョン

< 将来像 >

②顧客ニーズへ柔軟に対応
できる食品流通拠点として
の機能発揮

< 施策の方向性 > < 基本目標 > < 基本施策 >

⑥効率的な機能維持手法
の確立

b)市場全体の機能配置や車両動線の見直しによる場内物流体制の強化

c）加工・調製や保管・配送機能といった付加機能の充実

ａ )共同配送等による物流の効率化の検討

d ）コールドチェーンシステムの確保に向けた取組

e ）トレーサビリティシステム等への対応

f ）コンプライアンス遵守とモラル向上

g）集荷・販売体制の強化

h）消費者・実需者等の多様化するニーズへの対応に向けた情報提供等

ｊ ）食の安全・健康の受発信

l) クリーンエネルギーの推進

m） ごみ減量化対策

n） 事業継続計画（ＢＣＰ）の策定・運用

o） 非常時における市場機能の維持

p） 開設者による経営改善指導の適切な実施

q） 市場経営の効率化と市場会計の健全化に向けた検討

i ）産地情報の提供やリテールサポートの推進

r）施設の長寿命化と有効活用

k）食文化の継承・発展

南北両市場の重点施策南部市場の重点施策

⑦）規制緩和を活かした自
由度の高い取組の実施

（新規）

s）新たな取引ルールの策定と公表（新規）

（１）消費者ニーズに合っ
た商品を安定供給するた
めの基本機能の強化

t）市民に親しまれる市場化等、新規機能の導入の推進（新規）

北部市場の重点施策

④食の安全・安心と食文化
に関する取組の強化

⑤環境と災害対策の強化

③出荷者と実需者をつなぐコー
ディネート機能の強化

①流通の変化に対応した効
率的で機動性のある食品流
通拠点としての機能発揮

◆最大限民間活力
導入を図りながら最
小限の公の経費負
担により、安全安心
な生鮮食料品を市民
に安定的に供給し続
けている。

◆首都圏全体の生
活を支えるインフラと
して、近隣都市と連
携しながら一定の公
共関与の下に運営
がなされている。

◆災害時の災害対
応拠点としても機能
し続け、安全安心な
市民生活を支えてい
る。

< 本市卸売市場の課題 >

（１）多様化するニーズへの
対応

低温化、物流費低減、加工
機能強化、情報発信機能強
化など

（２）市場の社会的役割の
発揮

市民への情報発信、環境負
荷低減等社会的要請への
対応など

（３）市場経営の健全化

市場会計の健全化、民間活
力導入による効率化など

（４）改正市場法への対応

規制緩和を踏まえた自由度
の高い市場運営の実現など

（３）効率的な機能維持手
法の確保

（４）規制緩和を活かした
市場運営（新規）

（２）市場に求められる社
会的機能の発揮
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区分 既存の経営プラン 改訂経営プラン 変更理由 法の影響

川崎市場の

将来像

（北部市場）消費地に立地した広域的市場 （北部市場）首都圏における広域的食品流通の拠点 将来の食品流通の姿を想定し、市場から食品流通

拠点に変更
○

（南部市場）地域密着型のコンパクト市場 （南部市場）地域密着型食品流通の拠点

施策の

方向性

（１）消費者のニーズに合った商品を安定的に供給するという卸売市場の基本機能の強化
（１）消費者ニーズに合った商品を安定供給するための基本機能

の強化

卸売市場に限らず、食の安定供給に求められる機

能へ変更
○

（２）市場に求められる社会的機能の発揮 （２）市場に求められる社会的機能の発揮
社会的機能を食の安全安心、環境・災害と具体化

して表記

（３）持続可能な経営体制の確保 （３）効率的な機能維持手法の確保
運営面だけでなく、整備面を含めた機能維持手法

を追求
○

－ （４）規制緩和を活かした自由度の高い取組の実施 市場法改正の趣旨を踏まえて追記 ○

基本目標

①流通の変化に対応した効率的で機動性のある市場としての機能強化
①流通の変化に対応した効率的で機動性のある食品流通拠点

としての機能発揮 将来の食品流通の姿を想定し、市場から食品流通

拠点に変更
○

②柔軟に顧客に対応できる市場としての機能強化
②顧客ニーズへ柔軟に対応できる食品流通拠点としての機能発

揮

③出荷者と実需者をつなぐコーディネート機能の強化 ③ 同左 －

④食の安全・安心と食文化に関する取組の強化 ④ 同左 －

⑤環境と災害対策の強化 ⑤ 同左 －

⑥持続可能な市場経営体制の確立 ⑥効率的な機能維持手法の確立
運営面だけでなく、整備面を含めた機能維持手法

を追求
○

－ ⑦規制緩和を活かした市場運営（新規） 市場法改正の趣旨を踏まえて追記 ○

基本施策と

取組内容

ａ）共同配送等による物流の効率化の検討 共同配送等の構築に向けた検討組織の設置 ａ） 同左 同左

ｂ）市場全体の機能配置や車両動線の見直しによる

場内物流体制の強化（北部市場の重点施策）

駐車場の利用ルールの見直し、周辺施設等の移転等

場内動線の円滑化、荷捌場の移転等卸売場の有効利

用

ｂ）市場全体の機能配置や場

内物流体制の強化
北部市場は、民間活用による市

場機能の更新が図られる整備手

法を検討

施設の老朽化の実態を踏まえ、補修等の長寿命

化対応と並行して、施設の更新など市場機能を維

持していくための手法についても検討

○ｃ）加工・調製や保管・配送機能といった付加機能の

充実
加工・調製施設の設計・整備の検討 ｃ）同左

ｄ）コールドチェーンシステムの確保に向けた取組

（北部市場の重点施策）

冷蔵機能の再配置による低温卸売スペースの確保、良

好な場内の温度環境の実現
ｄ）同左

ｅ）トレーサビリティシステム等への対応 流通過程の明確化 ｅ）同左 同左 －

ｆ）コンプライアンス遵守とモラル向上 品質管理に向けた意識向上のための取組 ｆ）同左 同左 －

ｇ）集荷・販売体制の強化 地場産品等の独自産地の開拓、新規顧客の確保 ｇ）同左 同左 －

ｈ）消費者・実需者等の多様化するニーズへの対応

に向けた情報提供等

定期的な情報交換や目揃え会開催による、顧客ニーズ

に合った品揃えの強化
ｈ）同左 同左 －

ｉ）産地情報の提供やリテールサポートの推進

（南部市場の重点施策）

産地や商品の特徴の発信・PRによる営業の拡大、青

果・水産・加工品の共同営業
ｉ）同左 同左 －

ｊ）食の安全・健康の受発信 衛生検査所との連携等による食品の安全・安心の確保 ｊ）同左 同左 －

ｋ）食文化の継承・発展
消費者への情報発信の強化、食育や花育に関する場

内関係者の活動のPR強化
ｋ）同左 同左

－

ℓ）市民にも見える（市民に親しまれる）市場化の推

進（南部市場の重点施策）

年間を通した市民の来場機会の創出による市場の賑

わいづくり
ｕ）と合体 同左

市場法改正・規制緩和を踏まえた新規の施策と合

体

ｍ）クリーンエネルギーの推進 場内の温度管理への影響がより少ない設備等の普及 ｍ）同左 同左 －

ｎ）ごみ減量化対策 廃棄物の適正処理、生ごみ処理機の利用促進 ｎ）同左 同左 －

ｏ）事業継続計画（ＢＣＰ）の策定・運用 事業継続計画（ＢＣＰ）の策定に関する取組 ｏ）同左 同左 －

ｐ）非常時における市場機能の維持 施設の耐震補強 ｐ）同左 耐震補強は実施済み －

ｑ）開設者による経営改善指導の適切な実施 業務検査の充実 ｑ）同左 同左 －

ｒ）卸売市場経営における効率性・機動性の向上
各種規制のあり方の検討、指定管理者制度の効果検

証 ｒ）市場経営の効率化と市場

会計の健全化に向けた検討
同左 －

ｓ）市場会計の健全化に向けた取組の推進 新地方公会計制度に基づく財務諸表の作成・公表

ｔ）施設の長寿命化と有効活用 老朽化対策及び環境整備、既存施設の有効活用 ｓ）同左
費用面または運用面での効率化

を図る手法を検討

施設の更新など市場機能を維持していくための手

法についても検討
○

－ －
ｔ）新たな取引ルールの策定と

公表（新規）

改定市場法の施行を踏まえた取

引ルールの策定と公表
市場法改正・規制緩和を踏まえた自由度が高い取

組内容を新規の施策として記載
○

－ －

ｕ）市民に親しまれる市場化

等、新規機能の導入の推進

（新規）

賑わいエリアの創出、物流高度

化機能等の導入

参考－現行プランと改訂プランの比較

３


